
令和2(2020)年度以降入学者適用 

アドミッションポリシー

日本赤十字豊田看護大学 看護学部は次のような入学者を求めます。

1.本学の建学の精神に共感できる人

2.日本語力、英語力、科学的思考力を備えている人

3.人間や社会に対して広く関心がある人

4.社会常識を備え責任を持って行動できる人

5.看護を学ぶ意志を持つ人

カリキュラムポリシー （教育課程の編成・実施に関する方針）

1.本学では、教育理念と教育目的に基づくディプロマポリシーを達成するために、カリキュラムは、次

のように編成しています。すなわち、「教養科目」、「専門基礎科目」では、本学の建学の精神である

「赤十字」の基本原則と活動について学ぶとともに、「人間」と「環境」との相互作用において生じ

る「健康」の様々な段階について学びます。さらに、「専門科目」では、基盤育成看護学、ケア創生

看護学、地域共生看護学、看護の技と知の統合の各分野から「看護」について学ぶことができるよう

各科目を位置づけています。

2.本学の建学の精神である赤十字に関する科目は教養科目として位置づけ、赤十字の理念と活動を理

解したうえで、主体的に探求する「赤十字総合セミナー」と、赤十字の理念を行動に移す「ボランテ

ィア活動論」を設置しています。

3.コミュニケーション技術や生きる力への思いやりの態度を身につけ、人の生命や生きる営みを支え

る能力を育成することを目指したコミュニケーションツールである語学科目として英語と本学の地

域性を活かしたスペイン語、ポルトガル語を設置し、特に英語は、「国際救援と英語」等、4 年間、

継続して学習できる機会を設け、各学年に配置しています。

4.看護の対象者との円滑なコミュニケーションを図るために、「コミュニケーション論」で基本を学び、

そのうえで専門的なコミュニケーション技術を身につけることを目指して精神看護学領域の各科目

を設置しています。

5.看護においては、一人の人間を統合的に理解することが重要です。そこで、人間のライフサイクルか

ら変化を捉える「人間発達論」と「家族論」、遺伝やスポーツ、生活を営む社会や環境を知り、健康

への影響を理解する「遺伝と健康」、「環境問題と健康」等、人間の身体的側面について理解する科目

として、「形態機能学」、「病理学」、「感染制御論」等、精神的側面について理解する科目として「臨

床心理学」を設置しています。さらに、各看護学専門領域に病態・治療論を配置し、病態・治療と看

護のつながりを強化していることも特徴です。

6.看護のアセスメントの基盤となる検査・治療について理解する「臨床検査概論」、「薬理学」、「人間工

学」、「リハビリテーション論」、さらに地域における看護を展開するために必要不可欠な「疫学」、「公

衆衛生学」等も設置しています。

7.看護の専門性を追求するために基盤となる科目としては、「看護学概論」等と各看護学領域の援助論



を設置し、「基礎看護技術」をはじめとする各看護学領域における技術演習、実習、「技術特別演習」、

「統合実習」で、看護の技と知の統合を目指します。また、保健・医療・福祉の場で看護の専門性を

追求するための科目として、「看護管理学」等を設置し、地域社会における看護の役割を学ぶ科目に

も力を入れ、「在宅看護学概論」、「公衆衛生看護学概論」等を設置しています。 

8.赤十字の看護大学卒業生としての自負を持ち、看護師としてのキャリアイメージを強化するための

「看護プロフェッショナルセミナー」やプロフェッショナリズムの育成を目指した「看護キャリア開

発論」、さら生涯にわたって学び続けるための基礎力となる研究力を身につける科目として「卒業研

究」も設置しています。

9.本学の教育課程の特長である国内外の救護の場における看護の役割を認識することと災害関連死の

予防、防災教育を実践するための科目として、「災害看護学概論」、「国際救援看護論」等を設置して

います。

ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針：卒業時に期待される能力） 

 本学の教育理念、教育目的、教育目標を実現することを意図したカリキュラムを編成し、所定の単位を

修めた学生は卒業が認定され、学士（看護学）の学位が授与される。卒業までに以下に挙げる能力を身に

つけていることが求められる。 

1.赤十字の基本原則を理解し、人間としての尊厳と権利を尊重・擁護するために専門的立場から行動

することができる。

2.コミュニケーション技術や生きる力への思いやりの態度を身につけ、人の生命や生きる営みを支え

ることができる。

3.一人の人間を身体的・精神的・社会的な側面から、統合的に理解することができる。

4.事実を把握したうえで、専門的知識、先行研究、経験等を活用し、状況について多角的に分析・評価

を行い、問題を創造的に解決することができる。

5.健康問題に対する人間の反応を把握し、個別性を尊重した看護を的確かつ安全に実施することがで

きる。

6.地域社会における保健・医療・福祉・救護の場で看護が担うべき役割を認識し、他の専門職と協働し

て看護ケアを実施することができる。

7.自己啓発力・自己学習力をもって、生涯にわたって学び続けることができる。

8.国際社会における健康ニーズを把握するために異文化の理解に努め、グローバルな視野に立って、専

門職としての看護の役割を認識することができる。

9.災害時の救護、災害関連死の予防、防災教育等を実践するための基礎的能力を養い、被災者の生活に

関する健康ニーズを理解することができる。



5つの主要概念 

カリキュラム編成の基本となる主要概念は、「人間」「環境」「健康」「看護」「赤十字」です。

看護の対象である人間は、環境と常に相互作用をしながら生活を営んでおり、自らの健康を保持・ 増

進、回復するためにさまざまな活動を行っています。「看護」「赤十字」はその人にとって望ましい健康状

態を生み出すように、人間と環境に働きかける関係にあります。 

カリキュラムは、この主要概念にそって構成されています。



カリキュラム

カリキュラムは 5つの主要概念で構成されています。

看護の対象である「人間」は、「環境」と相互に作用しながら、自らの「健康」を保持・増進、回復す

るためにさまざまな活動を行っています。 

「看護」と「赤十字」は、その人にとって望ましい健康状態を生み出せるよう、人間と環境に働きかけ

る関係にあります。 

■■



臨地実習 

看護を必要とする人々と向き合いながら、実践力を身につけます。 

看護の学習には臨地実習が不可欠。授業で学んだ知識や技術を療養や生活の場で使いながら身につけ

ていきます。 

実習の場では、教科書には載っていないような問題にも遭遇します。 

そうした問題と向き合うことで、看護の対象が個性をもった人間であることが実感できるに違いあり

ません。 

授業科目の名称 講義等の内容 実習施設 

基礎看護学実習Ⅰ 病院で療養生活を送る対象の日常生活を支援する看護援

助の見学や一部を実施する体験を通して、対象にとってよ

り良い看護援助について考察できることを目的とする。学

生が体験した内容を振り返り、看護師の行動の目的・意義

を捉えられるように助言・指導する。 

●実習施設

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第一病院

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第二病院

刈谷豊田総合病院 

豊田厚生病院 

基礎看護学実習Ⅱ 基礎看護学で学んだ内容を活用し、対象を一人の人間とし

て理解するとともに、看護過程を展開するための基礎的能

力を養うことを目的とする。学生がはじめて実際の患者を

受け持つ過程において、患者情報の捉え方やその情報の分

析方法、看護診断に基づいた看護計画の立案および計画に

基づく安全で安楽な援助の実践とその評価方法について

教授する。 

●実習施設

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第一病院

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第二病院 

刈谷豊田総合病院 

豊田厚生病院 

名古屋掖済会病院 

看護管理学実習 医療施設、地域等の看護サービスの場で、指導者へのシャ

ドウイングを通して、医療・保健・福祉チームの一員とし

ての看護の専門性や役割について理解する力を養う。ま

た、看護管理者や組織横断的活動を行っている専従看護師

と行動を共にすることで、看護管理の視点や活動を理解す

る力を養うことを目指す。 

●実習施設

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第一病院

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第二病院

愛知県がんセンター　　

成人看護学基盤実習 急性期および慢性病の治療の場で行われる看護実践を知

り、手術室・ICU及び緩和ケア・化学療法・透析室等にお

ける看護の機能と役割を理解できることを目指す。 

●実習施設

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第一病院

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第二病院 　

豊田厚生病院 



成人急性期看護学実習 成人期にある人の健康問題を理解し、患者及びその家族に

対して健康のさまざまな段階に応じた看護を実践するた

めに必要な能力を育成する。急性の経過をとる成人患者の

健康問題を把握し、その問題解決を図るために、患者及び

家族に必要な看護を実践できる能力を育成する。 

●実習施設

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第一病院

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第二病院  

成人慢性期看護学実習 成人期にある人の健康問題を理解し、患者およびその家族

に対して健康の各段階に応じた看護を実践するために必

要な能力を育成する。慢性病をもつ患者の健康問題を把握

し、その問題解決を図るために、患者および家族に必要な

看護を実践できる能力を育成する。 

●実習施設

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第一病院

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第二病院   

豊田厚生病院 

老年看護学実習Ⅰ 健康障害を有する高齢者とその家族を理解し、状態に応じ

て、高齢者が自立的にその人らしい生活を送ることを支え

る看護を実践するための基礎的能力を養うことを目指す。

そのために、病院または老人保健施設において、高齢者へ

の看護過程の展開を行う。 

●実習施設

刈谷豊田総合病院東分院 

みよし市民病院 

老人保健施設ハビリス一ツ木 

並木病院 

介護老人保健施設 

メディコ平針

刈谷豊田総合病院高浜分院 

老年看護学実習Ⅱ 介護老人福祉施設における高齢者と家族への支援ならび

に入所高齢者の生活状況を理解し、介護施設における看護

の特徴と方法を教授する。 

●実習施設

特別養護老人ホーム 第２と
よた苑 
特別養護老人ホーム みなみ
福寿園 

特別養護老人ホーム ひまわ
りの街
特別養護老人ホーム 日進
ホーム 

地域密着型複合施設 ひまわ
り邸
特別養護老人ホーム 安立荘

 

在宅看護学実習 対象者（在宅療養者とその家族）の生活状況および健康状

態を理解し、対象者の看護援助に必要な基礎的能力を教授

する。また、在宅看護における保健医療福祉制度の活用と

連携のあり方について教授する。 

●実習施設

トヨタ記念病院

愛知県内の訪問看護ステーション

　　　　　　　　　　　　　　等 

母性看護学実習 妊婦・産婦・褥婦・新生児の健康の保持・増進と回復への

援助を、その家族との関連を含めて実践するための基礎的

能力を養う。また、母子保健活動の実際を通して、女性の

生涯にわたる健康支援のあり方について検討する能力を

養うことを目指す。 

●実習施設

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第一病院

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第二病院  

刈谷豊田総合病院 

トヨタ記念病院

愛知県内の助産所



小児看護学実習 小児期にある対象と家族について、関わりをとおして理解

し、成長・発達段階、健康段階に応じた個別性のある看護

を行うための基礎的能力を養うことを目指す。 

●実習施設

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第一病院

日本赤十字社愛知医療センター 

名古屋第二病院  

刈谷豊田総合病院 

豊田市立こども園 

精神看護学実習 精神に障がいをもつ人とその家族にとっての病の体験の

意味を理解した上で、治療的関係を形成し、その過程を考

察することで自己洞察を深める。また、対象者の精神的健

康課題を把握し、その課題への対応を意図した個別的な看

護を実践する基礎的能力を養うことを目指す。 

●実習施設

豊田西病院 

刈谷病院 

共和病院 

桶狭間病院藤田こころケアセ

ンター

公衆衛生看護学実習 コミュニティの特性および健康課題を構造的に捉え、健康

課題を解決・改善するための活動方法を実践的に学習す

る。特に保健活動の基本的である、PDCA サイクルの展開

過程、個別課題から地域課題への視点、関係者との連携・

協働、地域のケアシステムの構築について、実習施設にお

ける実践活動を通して教授する。 

●実習施設

愛知県内の保健所 

市町村保健センター 等 

統合実習 本学における看護学実習の集大成として、学生が専攻を希

望する看護専門領域において、対象を全人的に理解するこ

とをとおして健康問題を捉え、これまで学修した知識・技

術を統合して看護ケアを行い、看護の独自性・専門性につ

いて理解を深める。 

●実習施設

医療保健福祉施設 等 




